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研究成果の概要（和文）：視覚能力にかかわりなく分かりやすい環境を実現するための基礎

研究として、独自に開発したWay-finding Active Simulation System環境（WASS環境
と称す）を用いて識別実験と経路探索実験を行い、視覚障害レベルに応じた疑似体験の有

効性を検討した。具体的には、視覚能力レベルをランドルト環視力（再現視力）であらわ

し、再現視力 0.6、0.3、0.1の識別特性、探索能力、迷い点の発生特性を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：We evaluated the validity of experience with low-vision by using 
WASS (Way-finding Active Simulation System) which was developed originally. 
Particularly, we developed ‘Reproducing Low-Vision (R-vision)’ based on Landolt C, 
and make clear the features about recognition, way-finding ability and lost-point. 
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研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学・都市計画・建築計画 
キーワード：画像処理、視覚能力レベル、ロービジョン再現環境、空間のわかりやすさ、経路

探索 
 
１．研究開始当初の背景	
 

	
 2006 年バリアフリー新法など、障害者や高

齢者・子供も含むすべての人々が利用しやす

い、切れ目のないユニバーサルな環境の整備

が求められている。しかし、視覚障害レベル

に応じた公共施設のわかりやすさに関する

系統的研究はほとんどされていない。	
 

２．研究の目的	
 

本研究では、独自に開発した Wayfinding	
 

Active	
 Simulation	
 System 環境（以下 WASS

環境と称す）に視覚障害レベルの再現システ

ムを組みこむことで、視覚障害レベルに応じ
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た経路探索実験などの疑似体験の有効性を

検討することを目的とした。	
 

３．研究の方法	
 

	
 視覚障害レベルに応じた視覚映像の試作

について眼科医の臨床経験に基づく評価を

受けて、最も適した映像処理法を決定した。

その後、その映像処理法を WASS に組み込み、

環境疑似体験実験から施設の分かりやすさ

評価の有効性を検討した。具体的には、以下

の 8つの検証実験を行った。	
 

（１）	
 ランドルト環視力にもとづく視力低

下再現映像処理レベルの測定実験	
 

（２）	
 視力低下再現環境での情報視認・場所

視認実験	
 

	
 

図 1	
 実験対象（ランドルト環と視認対象）	
 

（３）	
 視力低下再現環境での経路探索・空間

認知実験	
 

	
 

図 2	
 探索行動実験空間	
 

（４）	
 視力低下再現環境でのグリッド迷路

における目印効果の測定実験	
 

	
 

図 3	
 迷路の目印配置と視力低下の実験条件	
 

（５）	
 視力低下再現環境でのグリッド迷路

におけるライン効果の測定実験	
 

（６）	
 グリッド迷路における視力低下レベ

ルに応じた迷い地点の実験	
 

（７）	
 行き止まりのあるグリッド迷路にお

ける視力低下レベルに応じた迷い地

点の実験	
 

４．研究成果	
 

	
 本研究では、開発した「視覚障害レベルに

対応する映像処理法」の有効性を確認した。	
 

(1) ロービジョンの再現視力：白内障を想定

したロービジョン再現環境を画像処理の

ぼかし機能を用いて再現し、ぼかし度と

ランドルト環視力との強い負の相関（反

比例関係）を確認し、視力を再現（再現

視力）できることを確認した。	
 

	
 

図４各対象の再現視力の実験結果	
 



 

 

(2) 環境要素の識別率低下傾向：日常的によ

くみる新聞、駅構内の人や看板、段差に

よって識別率の低下傾向が異なることを

明らかにした。再現視力 0.6 では詳細な

文字が困難になり、0.3 では大きな文字

が困難になり、0.1 では段差や手すりが

困難なる。空間の形は 0.1 になっても識

別できる。	
 

(3) 経路探索能力：全体的傾向として再現視

力が低下すると、「探索時間が長くなる」

「間違いが多くなる」「困難さ感が増す」

傾向がある。	
 

(4) 再現視力によって経路探索特性がことな

り、0.6 では健常者と同等であり、0.3 で

は方向低位が低下し、0.1 では空間的手

がかりが無い条件では、全盲者に近い行

動になる。	
 

	
 

図 5	
 視力低下による識別力と探索能力	
 

(5) 迷路における手がかりとして「目印」と

「ライン（床上線）」について、有効とな

る再現視力の閾値を測定した。目印は0.6、

ラインは 0.3 となり、ラインの方がロー

ビジョンには有効である。	
 

(6) 迷路においてよく迷いが生じる地点（迷

い点）の発生特性が再現視力よって異な

り、特に視力 0.3 以上と 0.3 未満では、

その発生特性が大きく異なる。	
 

(7) 行き止まりのあるグリッド迷路では、上

記の特徴がより顕著になることが明らか

になった。	
 

(8) 今後、具体的な居住福祉施設や病院や交

通機関などの公的な環境でのわかりやす

さ評価実験を実施し、その評価手法の有

効性と課題を明らかにする。	
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